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様式第１（第１５条関係） 

会 議 録 

会議の名称 令和６年度第２回和泉市障がい者施策推進協議会 

開催日時 令和７年３月１１日（火） １０時００分から１１時３０分まで 

開催場所 和泉市コミュニティセンター１階 中集会室 

出席者 

・和泉市障がい者施策推進協議会委員 

 大谷委員、清水委員、小尾委員、奥林委員、階元委員、眞砂委員、 

樽本委員、藤野委員、今西委員、藤井委員 

・事務局 

 西川（福祉部長）、木下（福祉部次長） 

黒川（障がい福祉課長）、宮本（障がい福祉課課長補佐）、 

井下（障がい福祉課支援係係長） 

南後（障がい福祉課施策推進係係長）、松山（障がい福祉課）、 

 鍛治（子育て支援室こども政策担当課長）、 

小林（子育て支援室こども支援担当課長）、 

 大西（子育て支援室こども支援担当総括主査）、 

岩井（子育て支援室こども政策担当） 

城村（子育て支援室こども支援担当） 

会議の議題 

１. 令和６年度第１回和泉市障がい者施策推進協議会の振り返り   

２．和泉市障がい者差別解消支援地域協議会の設置について  

３ . 第５次和泉市障がい者計画、第８期和泉市障がい福祉計画及び

第４期和泉市障がい児福祉計画策定について  

会議の要旨 

・令和６年度第１回障がい者施策推進協議会の振り返りを行った 

・和泉市障がい者差別解消支援地域協議会の設置について報告を行った 

・第５次和泉市障がい者計画、第８期和泉市障がい福祉計画及び第４期

和泉市障がい児福祉計画策定について報告を行った 
 

会議録の

作成方法 

□全文記録 

■要点記録 

記録内容の

確認方法 

■会議の議長の確認を得ている 

□出席した構成員全員の確認を得ている 

□その他（                                                ） 

その他の必要

事項（会議の

公開･非公開、

傍聴人数等） 

会議：公開 

傍聴者なし 
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審 議 内 容 （発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

【事務局】 

開会 

 

【大谷会長】  

それでは、議題１「令和６年度第１回障がい者施策推進協議会の振り返り」について、

事務局から報告願いたい。 

 

【事務局】 

 議題１「令和６年度第１回障がい者施策推進協議会の振り返り」について報告。 

 

【大谷会長】 

議題１について、意見はあるか。  

 

【小尾委員】 

国の精神障がい者のデータ集計が非常に遅い。大阪府の計画策定の会で、意見を

したが暫定値で計画を策定してはどうかという事だった。和泉市でも暫定値で計画

を策定することが出来るのではないかと思い、提案した。 

 

【大谷会長】  

 暫定値が出ないと、地域移行の取り組みが進みにくい現状がある。また、事務局

で確認をし、報告してもらいたいと思っている。 

廃止理由は、分かるのか。例えば、就労移行が新規０件で廃止が２件あるのは、

は利用者が居ないからとか、支援する人が足りないというような根拠までは分から

ないのか。数だけが分かるという理解でいいのか。 

 

【事務局】 

利用者がいないという点が大きいと考えている。 

 

【大谷会長】  

出来れば、廃止の理由も分かると対応策が取りやすい。樽本委員、何かあるか。 

 

【樽本委員】 

 私達の会議でも、話題になるのが就労継続支援B型事業所が沢山出来ていることで

ある。 

やはり、制度的に申請すると取り組みやすいため、就労継続支援B型事業所が沢山

増えているが、どのようなことをしているのかという疑問を感じる部分が多い。 

これからも就労継続支援B型事業所は沢山出来ると思うが、閉鎖する事業所も多く

出ると思う。  
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【大谷会長】  

 提供する質を担保するには、地域の目が必要になってくると思っている。今度の

改定で、市町村が就労継続支援B型事業所を設置するに当たって、広域に意見を提案

することができるようになっているが、その規制緩和と規制というところは、難し

い。 

 委託相談や基幹相談で、事業所の質の担保をどうしていくかを把握することが求

められている。  

他の委員の方は何かあるか。なければ、議題２「和泉市障がい者差別解消支援地

域協議会の設置について」について、事務局から報告願いたい。 

 

【事務局】 

議題２「和泉市障がい者差別解消支援地域協議会の設置について」について報告。 

 

【大谷会長】  

議題２について、意見はあるか。  

 

【今西委員】 

 「障がい者差別解消支援地域協議会」の設置について、とても喜ばしく感じてい

る。 

毎年、全日本ろうあ連盟の方で「評議委員会」に出席し、他の県から、色々な意

見を聞く。合理的配慮が昨年の４月に事業所、民間にも義務化されたが、過度の負

担があることを理由に断られ通う事を諦めてしまった事例を聞いた。 

そのような事例を踏まえ、合理的配慮の在り方をこの場で検討できる機会をもら

いたいと思う。 

「障がい者施策推進協議会」、「障がい者差別解消支援地域協議会」も同じメン

バーで問題はないのか。  

 

【事務局】  

委員については、それぞれの機関に選出を依頼する予定にしている。選出された

委員が同じ委員であっても、事務局としては問題はないと考えている。 

 

【大谷会長】  

他の委員、意見はあるか。  

 

【小尾委員】 

 機関は、全部で８機関で、それぞれの機関から、１人ずつという事ではないのか。 

 障がい者団体の数はどれぐらいを想定しているのか。 

 

 

 



4 

 

【事務局】  

身体、視覚、聴覚、親の会、精神の団体の５団体を想定している。基本的には１

名以上という形でお願いしたいと考えている。 

 

【大谷会長】  

他の委員、意見はあるか。  

 

【藤野委員】 

 障がい者を受け入れている会社等に、障がい者差別解消支援地域協議会に出ても

らえたら、受け入れ側の意見等も聞けると思う。  

発信をする側ばかりではなくて発信を受けた側の現場の意見を聞きたい。実際に

働いて、社内で差別的な発言や行動が行われていないのか等の実際の現場の声を私

は聞きたい。  

いくら、「差別を解消してほしい」と言っても、聞き手側がどういうふうに受け

取っているのかが分からないので、出来れば現場の意見を聞きたい。 

 

【事務局】  

 実際に、雇用されている方の差別の問題については、障がい者雇用促進法の枠組

みの話になってくる。メインとしては差別解消法のところの協議になるが、障がい

者雇用関係の窓口のくらしサポート課も構成機関に入っているため、関連する部分

について、意見を貰える体制にはなっている。  

実際に、企業にも来ていただく必要性が生じたら、企業にスポット的な参加をし

てもらうことも検討をしていきたい。  

 

【藤野委員】 

生活の基盤となる部分で、排除されるということを一番なくしてほしいと思う。

発信する側からばかり発言するのではなく、雇用する側の意識を変えてもらう必要

があるため、委員にそういう方を入れて欲しい。受け入れ側の意識の改革・啓発を

重点的に進めていく必要があるため、委員にそういう方を入れて欲しい。 

 

【大谷会長】  

 藤野委員からの要望になるが、事例検討部会があるため、具体的な事があれば、

担当の企業を呼ぶ事は可能かと、この図からは読み取れる。  

産業振興担当課も参画しているので、そのような問題があれば産業振興担当課を

通じて改善も考えられると思っている。 

部会のところで対応出来る点と、啓発という点では産業振興会全体をまとめる和

泉市の部署で対応を考慮するという理解でいいか。 
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【事務局】  

 はい。 

 

【大谷会長】  

 肝心なのは、広域の問題である。例えば、スポーツジムにしても、和泉市だけの

スポーツジムだったら良いが全国展開していたら、和泉市の問題では収まらないた

め、広域という問題が出てくる。  

大阪府は広域に差別解消法担当がいるので、差別解消法担当と連携しながら進め

ていく必要があると思う。 

小尾委員、何かあるか。 

 

【小尾委員】  

 私は、大阪関西万博の委員もやっているのだが、万博で合理的配慮の好事例を集

める取り組みを実施する予定である。 

プロモーションチームを作り、万博のレガシーの一つとして、合理的配慮の事例

集を会期末に出すために、積極的に会場内で取材して回ることを考えている。 

合理的配慮の提供があったという好事例を、集めて広めていく取り組みは、とて

も大事だと思っているため、是非参考にしてほしい。 

 

【大谷会長】  

 他の委員、何かあるか。差別解消法の協議会の設置は皆さんの了解をいただいた

ので、発足させていただきたい。  

続いて、議題３「第５次和泉市障がい者計画、第８期和泉市障がい福祉計画及び

第４期和泉市障がい児福祉計画策定について」について、事務局から報告願いたい。 

 

【事務局】  

議題３「第５次和泉市障がい者計画、第８期和泉市障がい福祉計画及び第４期和

泉市障がい児福祉計画策定について」について報告。  

 

【大谷会長】  

議題３について、意見はあるか。前回のアンケート回収率は、どの程度か？ 

 

【事務局】 

障がい児が３５％程度、１８歳以上が３４％である。  

 

【大谷会長】 

予定件数は５,０００で良いが、回収率が３４％であると、サンプル数は１,７００件

程度ということになるが、１,７００サンプルが妥当かどうかを調査会社と調整してほし

いと思う。調査の基本として、やはりサンプル数が少ないと平均値のバランスが取れな

い。 
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それから、主要な当事者団体等を通じて、回収率を上げることをお願いをしておく必

要がある。 

他の委員、何かあるか。 

 

【清水委員】 

アンケートの対象についてだが、手帳の所持者と障がい者サービス利用者が対象

になっていると思うが、難病で、手帳を持ってない人も当事者の立場として意見聴

取出来る様な方法を取ってほしい。 

 関係団体の中に、家族の立場の団体が入っていると思う。最近、家族支援力が低

下をしていることやヤングケアラーの問題など、ある意味家族の当事者性もある。

 関係団体の方は意識が高く、色々意見をもらうことが出来ると思うが、声を出せ

ない家族や大変すぎてどうしたらいいか分からないような方や引きこもって手帳

も持たずにどこにもつながっていない方の存在をニーズとして捉えるために、当事

者に加えて、その家族にも意見がもらえるような工夫をしてほしい。 

 

【大谷会長】 

 難病は、どうするのか。 

  

【事務局】 

障がい福祉課では、難病患者のリストは持っていない。前回の第７期和泉市障が

い福祉計画及び第３期和泉市障がい児福祉計画の策定に当たっても、参考情報とし

て、和泉市内の難病患者数は掲載したが、その難病患者に、直接アンケート調査を

行うことは、情報の関係上行うことは出来なかった。 

 障がい福祉サービスを利用している人の多くは、手帳所持者であるが、数名は、

難病によってサービスを利用している人もいるため、その人を抽出してアンケート

調査を行うことは可能ではないかと考えている。  

 

【明石委員】 

 難病の名簿は、保健所で更新をしており、情報提供は困難であるが、近年災害の

関係で、同意をして個別支援計画を立てている人も複数いる。個別支援計画は、障

がいに限らず、支援が必要な人を対象に立てているため、手帳やサービスを利用で

きていない難病の人も含まれると思う。個人情報を市に提供することに同意をして

いる方であると思うため、そちらの方向からアンケートに協力してもらえないか検

討してはどうか。 

 

【事務局】 

 いただいた意見を踏まえ、計画策定に向けて進めて行きたい。 

 清水委員から、意見をいただいた家族の意見について、第７期障がい福祉計画及び第

３期障がい児福祉計画の策定に当たってのアンケート調査は、基本的には本人に回答し

てもらう設問が多数であったが、介助されている家族に回答してもらう設問も幾つかあ
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った。次回についても同様の形で家族の介護負担等について、設問として設定する事に

なると思うため、意見をもらいたい。 

 

【今西委員】 

当事者へのアンケート調査の対象者についてだが、身体障がい者手帳所持者の中

に見えない聞こえないという人と肢体不自由の人がいる。そのような人にも、平等

に意見をもらえるような内容にしてほしい。 

 

【事務局】 

身体障がい者手帳所持者は、高齢者が多いことを考慮した上で対象者設定はして

いる。種別の部分について、どのような方法が可能なのか検討したい。 

 

【大谷会長】 

 アンケートが進行していくと、サンプル数の件数の報告が出ると思うので、その

際に意見をもらえればと思う。  

 

【事務局】 

今西委員から、平等にというところだが、身体障がい者手帳の所持者数は、大体

７,０００名、療育手帳の所持者数は２,０００名、そして精神障がい者保健福祉手

帳の所持者数は２,２００人ぐらいであり、母数をふまえて件数を検討している。 

特に肢体不自由者につきましては、６５歳以上の所持者が多いため、アンケート

調査にあたり、どの障がいを対象に数をどの程度設定するのかを検討するが、調査

数の設定について、より詳細なご意見等をこの場で頂戴出来れば有難く思う。 

 

【大谷会長】 

重要なのは、回収率である。大量に郵送しても、回収率が低くければ、施策とし

ては、反映しにくいため、当事者団体に回収率向上の依頼をする必要がある。 

高齢者に対し、若者の回収率が上がらないため、そのあたりを検討しながら、進

めて欲しい。他の委員、何かあるか。 

 

【藤井委員】 

当事者団体として、色んな場面でインスタグラムや、ホームページ、機関紙を発

行する中で回収率を上げる協力は出来る。 

ただし、５,０００人の中に、当会員が全員対象者となっていれば回収率を上げ

ることも出来るが、そうでなければ回収率を上げることについて確約は出来ない。 

加えて、手帳の持っていない人が増えている。今までは、肢体不自由児者・知的

障がい児者という形で団体があったが、ここ５、６年においては、肢体不自由児者・

知的障がい児者の入会者もほぼない。今、入会する人は、発達障がい、もしくは生

き辛さを抱えている方の保護者がほとんどであり、若年であるため、精神障がい者

手帳も持っていない。 
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うちの会員が、全員対象にはならないということを感じて話を聞いていたが、ど

う、対応するのかを今後、検討して欲しい。 

 

【大谷会長】  

郵送が出来なくても、事業所にアンケートを渡し、書くことが出来る人に書いて

もらうことで回収率を上げ、手帳の所持に関わらず意見を吸い上げることは、出来

ると思う。 

 

【藤井委員】 

今までのアンケートの郵送発送は、市側からしていたと思う。  

例えばの話だが、各団体にアンケート用紙を配布してもらい、無記名で回収する

ことなどの協力は出来ると思う。 

 

【大谷会長】 

事業所にアンケートを取れる人は取ってもらうという事や手帳がなくても、その当事

者の声を拾い上げ、特に、ヤングケアラーやダブルケアの問題を引っかけていくような

アンケートの取り方が出来ればいいと思う。 

ニーズに沿って計画を立てることが、責務であるため、皆さんの力を借り、回収率を

上げるようにして行ければいけない。 

他の委員、何かあるか。 

 

【小尾委員】 

せっかく、アンケートを取るなら、新しいテクノロジーをどれだけ普段の生活に

活用しているかという視点を入れて欲しい。 

例えば、道の案内システムのナビレンスや、手話通訳のアプリ、発達障がいの方

のためのスケジュール管理アプリ等の使用状況について調査項目の中に入れて欲

しい。 

 

【大谷会長】 

国も挙げて、IT の活用ということが言われているため、小尾委員の意見も検討し

てほしいと思う。他の委員、何かあるか。    

 

【眞砂委員】 

精神障がい者にも対応した地域包括ケアシステムの理解が、中々進んでいないため、

力入れていかないといけないと思っている。 

先日、病院の位置している北松尾地区の町会連合の全ての会社と、地元の民生委員全

員と、障害福祉部会の全員の委員長の話を聞き、令和７年度は、力を入れていきたいと

思っている。 
 

【大谷会長】 

計画作りにも組み込めるなら組み込んでほしい思っている。 
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他の委員、意見はあるか。なければ、本日の配布物について、事務局から説明願

いたい。 

 

【事務局】 

配布物について説明。 
 

【大谷会長】 

イベントでネットワークが出来ると、回収率が上がると思う。 

 

【樽本委員】 

いずみ障がい福祉サービス事業所団体連合会は様々な活動に取り組んでおり、毎年、

関係者、事業所スタッフ、保護者等が勉強する研修会をしている。 

今年は、３月２２日に、シンポジウムをする予定であり、大谷会長を招き、障害福祉

の課題と展望について、講演していただく。 

是非、行政の方も含めて色んな方に参加してもらいたいと思っている。 

  

【今西委員】 

合理的配慮の助成金の今年度の実績を知りたい。 

 

【事務局】 

今年度の実績は、２件となっている。一つ目が、具体名は公表できないが、店舗の入

口に、スロープの設置工事をしたものである。そしてもう１件が、サッカー連盟で開催

したイベントでデフサッカーの普及という事で、デフサッカーの紹介であったりとか、

交流する時に手話通訳者を派遣した際に、助成をさせていただいたという２件になって

いる。 

元々は、店舗だけを想定していたが、民間団体、ボランティア団体が普及啓発に、手

話通訳を派遣する際にも助成させていただく制度にしているので、何か機会があれば、

障がい福祉課に相談いただいて、助成金を活用いただきたい。 

 

【大谷会長】 

 手話言語法制定の方向があるため、手話通訳の機会が、増えるだろうとは思っている。

以上で、審議を終了する。  

 

閉会 

 


